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(57)【要約】
　履き物用内底の構造を、使用者の足指の運動、特に足
によって地面を繰り返しつかむように足指を動かす拡縮
運動（グー・パー運動）を積極的に促すことができる構
造にして、歩行時において使用者が特に意識しなくても
自然に足指の運動を行わせることができ、扁平足の予防
もしくは治療用、ダイエット用及び／又は足裏の筋肉や
脚筋力の鍛錬をより効果的に行うことができる履き物用
内底及び履き物を提供する。
　履き物用内底は、本体(1)の先端側に、履き物用内底
を設けた履き物を使用者が履いた状態で足指の第１指か
ら第５指までの全指の遠位指節間関節、近位指節間関節
及び中手指節間関節が内屈したときに、全指の末節が掛
かる指掛け部(2)が設けられている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　扁平足の予防若しくは治療用、ダイエット用及び／又は足裏の筋肉や脚筋力の鍛錬用の
履き物用内底であって、使用者が該履き物用内底を設けた履き物を履いた状態において足
指の第１指（親指）から第５指（小指）までの全指が歩行時において、拡縮運動可能とな
る手段が講じられた、
　扁平足の予防もしくは治療用、ダイエット用及び／又は足裏の筋肉や脚筋力の鍛錬用の
履き物用内底。
【請求項２】
　使用者が履き物用内底を設けた履き物を履いた状態において、足指の第１指（親指）か
ら第５指（小指）までの全指が歩行時において、拡縮運動可能となる手段が、
　本体(1)の先端側に、履き物用内底を設けた履き物を使用者が履いた状態で足指の第１
指から第５指までの全指の遠位指節間関節、近位指節間関節及び中手指節間関節が内屈し
たときに、全指の末節が掛かる指掛け部(2)が設けられている構造である、
　請求項１記載の扁平足の予防もしくは治療用、ダイエット用及び／又は足裏の筋肉や脚
筋力の鍛錬用の履き物用内底。
【請求項３】
　本体(1)が可撓性又は変形性を有する材料で形成されている、
　請求項２記載の扁平足の予防もしくは治療用、ダイエット用及び／又は足裏の筋肉や脚
筋力の鍛錬用の履き物用内底。
【請求項４】
　本体(1)に、長手方向への変形を助ける切欠部(3)が設けられている、
　請求項２又は３記載の扁平足の予防もしくは治療用、ダイエット用及び／又は足裏の筋
肉や脚筋力の鍛錬用の履き物用内底。
【請求項５】
　切欠部(3)が、本体(1)上面側に設けられたカバー(4)で覆われている、
　請求項４記載の扁平足の予防もしくは治療用、ダイエット用及び／又は足裏の筋肉や脚
筋力の鍛錬用の履き物用内底。
【請求項６】
　使用者が履き物用内底を設けた履き物を履いた状態において、足指の第１指（親指）か
ら第５指（小指）までの全指が歩行時において、拡縮運動可能となる手段が、
　本体の形状を先端側の一部を切除した形状の履き物用内底又は成型して同形状様の履き
物用内底とすることにより、足指部分が乗る部分と足指以外の足裏部分が乗る部分との間
に、足指部分が窪み側に位置するよう段差を設けた構造である、
　請求項１記載の扁平足の予防もしくは治療用、ダイエット用及び／又は足裏の筋肉や脚
筋力の鍛錬用の履き物用内底。
【請求項７】
　本体(1)の先端部に指掛け部(13)が設けられている、
　請求項６記載の扁平足の予防もしくは治療用、ダイエット用及び／又は足裏の筋肉や脚
筋力の鍛錬用の履き物用内底。
【請求項８】
　段差の窪みとなる部分に、足指の拡縮運動の際に、足指を内屈させる動作に支障を来さ
ないで、且つ足指の伸展時において、靴装着時である元の形状に復元される柔らかさの指
置き部(15)が設けられている、
　請求項６又は７に記載の扁平足の予防もしくは治療用、ダイエット用及び／又は足裏の
筋肉や脚筋力の鍛錬用の履き物用内底。
【請求項９】
　請求項１乃至８に記載の扁平足の予防もしくは治療用、ダイエット用及び／又は足裏の
筋肉や脚筋力の鍛錬用の履き物用内底として使用される、
　中敷。
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【請求項１０】
　請求項１乃至８に記載の扁平足の予防もしくは治療用、ダイエット用及び／又は足裏の
筋肉や脚筋力の鍛錬用の履き物用内底を一体に作り付けた、
　履き物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、扁平足の予防もしくは治療用、ダイエット用及び／又は足裏の筋肉や脚筋力
の鍛錬用の履き物用内底及び履き物に関するものである。更に詳しくは、使用者の足指全
体の拡縮運動を促すことによって足裏にアーチ構造（土踏まず）を形成するための筋肉群
を鍛えて扁平足の予防又は治療を行うものに関する。同時に本発明は、歩行時において、
自然に足指全体の拡縮運動を促すことにより、足及び脚の筋肉運動を促し、ダイエット効
果をもたらす履き物用内底及び履き物に関する。更には、足裏、脛、ふくらはぎ及び大腿
部等の足及び脚の筋肉鍛錬用の履き物用内底及び履物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ヒトの足裏の内側には、土踏まずといわれる上方に湾曲したアーチ構造がある。このア
ーチ構造は、立位や歩行の際の体重分散や衝撃吸収を行う重要な役割を担っている。
　アーチ構造は、それを支える骨、靱帯、筋肉に障害が起こると、アーチが低くなり、扁
平足になる。扁平足になると、特に長時間の立ち作業や歩行を行った場合等に、足や腰等
の身体のいろいろな部位に痛みが生じたり、疲労しやすくなるといわれている。
【０００３】
　扁平足であることによって生じる前記弊害を防ぐものとしては、例えば特許文献１（特
開平７－２０７）に記載の「足の補整靴裏」がある。この靴裏は、軟偏平足として知られ
ている内転足の補整に用いるものであり、足前部と足中部とを有し、足前部は内側の２本
の指のつまさきから後ろのかかとまでは至らない部分を高い位置に支持し、足中部は中根
骨を更に高い位置に支持し、土踏まずを支持する構造である。
【０００４】
　これにより、足裏の中央は内転できるようになり、第１中根骨と内側の２本の爪先を高
くすることによって内転足の各部の高さが補整できるというものである。
　しかし、この靴裏は、いわゆる対症療法を行うものであって、扁平足の根本的な治療又
は矯正を行うことができるものではない。
【０００５】
　扁平足の予防又は治療（矯正）を行うには、足裏のアーチ構造を支える筋肉群（特に、
足裏にある足裏筋群と、足と下腿を結んでいる後脛骨筋等）を鍛えることが有効とされて
おり、そのための運動としては爪先立ち運動等が考えられるが、近年では、いわゆる足ジ
ャンケンの指の形態である足指の「グー・パー運動」が有効であるとの知見もある（非特
許文献１参照）。しかし、これらの運動を日常生活の中で継続して行うことは難しい。特
に、小児が前記運動療法を行った場合、大人が行うよりも効果が高いと思われるが、小児
に対してこのような運動を指導し、継続して行わせることはさらに困難である。
【０００６】
　そこで、日常的に使用する靴等の履き物に足裏の筋肉群を強化する機能を持たせること
で、効率的に扁平足の予防又は治療を行うことができるものが提案されている。このよう
なものとしては、例えば特許文献２（特開２００１－１５７６０１）に記載の「乳幼児用
靴及び中敷」及び特許文献３（特開２００４－２５４８６４）に記載の「乳幼児用靴の中
敷セット及び中敷」がある。
【０００７】
　これらは、何れも中敷や靴内底の先側の足の第１指と第２指で挟むことができる位置に
仕切り壁が立設されている構造であり、仕切り壁があることで第１指と他の４指をそれぞ
れ別に動かすことを容易にして、例えば小児が歩行するとき、足によって地面をつかむよ
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うに動かすことが容易にできるようになり、その結果、適正な土踏まずの形成といった足
の健全な成長を促進する効果が期待できるというものである。
【０００８】
　また、近年、メタボリックシンドローム（略称メタボ）に関しての国民的関心が高まり
、メタボリックシンドローム予防のためのダイエットに関して強い関心が抱かれている。
こういった中で、ダイエット用の器具、食品等が多く商品化されている。
　この中で、ダイエット器具の一つとして、ダイエット靴、ダイエット中敷、ダイエット
ソール等の履物に関する器具が提案されている。
　更には、足及び脚部の筋力鍛錬にも強い関心が持たれ、いくつかのトレーニング用の履
物が存在若しくは提案されている。
【０００９】
　例えば、特許文献４（特開２００７－３２５８９７）に記載の「Ｏ脚予防・ダイエット
機能を持たせた靴中しき」では、靴中敷若しくは靴底の形態として、踵内側と爪先の親指
側（内側）に半円形の窪みを設けることで歩行時に足裏の力が中心に集まるように工夫さ
れている。これにより、Ｏ脚の予防と共に、歩行時に体のバランスを強制的に保たせるよ
うに筋肉運動を誘発させることを期待し、その結果のダイエット効果を期待した中敷若し
くは靴内底である。
【００１０】
　また、特許文献５（特開２００６－２０６５６）に記載の「シェイプアップシューズ」
では、靴底踵中央接地部分と親指球部近傍踏みつけ部分を切り欠き、これらの切り欠き部
分に弾性を有し、縦方向の変位機能を有する容積吸収体を埋設することで、歩行時に起こ
る靴底のうねり効果による運動カロリーの増加によるダイエット効果を期待した靴底が提
案されている。同時に、これらは足裏の不安定さに対して、バランスを保つことによる、
脚部の筋力の鍛錬も示唆されている。
　更に、筋力鍛錬用の履物としては、従来から鉄下駄や靴等の履物自体の重量を重くし、
脚部の筋力を鍛錬する履物も周知である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特開平７－２０７
【特許文献２】特開２００１－１５７６０１
【特許文献３】特開２００４－２５４８６４
【特許文献４】特開２００７－３２５８９７
【特許文献５】特開２００６－２０６５６
【非特許文献】
【００１２】
【非特許文献１】和文標題：正常足部筋における足ゆび運動がもたらす筋収縮に関する研
究　英文標題：Studies for muscle activity of toe exercises　著者名：野崎健治, 高
尾昌人, 蓼沼拓, 大饗和憲, 内尾祐司 (島根大学医学部整形外科学教室)　資料名：中部
日本整形外科災害外科学会雑誌 JST資料番号：Z0420B ISSN：0008-9443　巻号ページ(発
行年月日):Vol.49, No.5, Page845-846 (J-STAGE) (2006) 写図表参：写図6, 参2＜URL:h
ttp://jdream2.jst.go.jp/jdream/action/JD71001Disp?APP=jdream&action=reflink&orig
in=JGLOBAL&versiono=1.0&lang-japanese&db=JMEDPlus&doc=07A0083912&fulllink=no&md5
=3ad440798d1bf5e13f1aa51353067a5c＞
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　しかしながら、前記特許文献２及び３に記載されている中敷と靴には、次のような課題
があった。
　すなわち、仕切り壁があることで第１指と他の４指をそれぞれ別に動かすことを容易に



(5) JP WO2011/059045 A1 2011.5.19

10

20

30

40

50

してはいるが、足指の運動を促すというものではない。したがって、歩行時において、使
用者が足指の運動を意識的に行わないと、土踏まず形成への効果はそれ程期待できない。
　また、歩行時において、足によって地面をつかむように足指を動かすときに、仕切り壁
に対し掛かりが殆どないので、足指にあまり抵抗が作用せず、足裏の筋肉群を鍛える意味
においては効果が十分とはいえない。
【００１４】
　また、特許文献４及び５に記載されている靴中敷やシューズにおいては、親指の運動性
や、歩行時のバランスを取ることによる筋肉運動を起こさせ、この結果筋肉のエネルギー
消費を増大させることでのダイエット効果を期待しているが、足指の運動は親指に限定さ
れることから、筋肉への刺激、運動は十分とは言えず、更なる大きな筋肉への刺激、運動
によるより大きなエネルギー消費が望まれる。
【００１５】
（本発明の目的）
　本発明の目的は、靴の中敷（インソール）や靴内底等の履き物用内底の構造を、使用者
の足指の運動、特に足によって地面を繰り返しつかむように足指を動かす拡縮運動（グー
・パー運動）を積極的に促すことができる構造にして、歩行時において使用者が特に意識
しなくても自然に足指の運動を行わせることができ、扁平足の予防又は治療をより効果的
に行うことができる履き物用内底及び履き物を提供することである。
【００１６】
　また、本発明の他の目的としては、足指として親指といった部分的な運動ではなく、足
指総てを歩行時に「グー・パー運動」を強制的に促すことにより、従来の履き物用内底に
比較して、下肢部及び上肢部の筋肉に対してより大きな、より強い刺激、運動を与えるこ
とで、運動エネルギーの消費量を増大させ、より大きなダイエット効果をもたらす履き物
用内底及び履き物を提供することである。
　このように、下肢部及び上肢部の筋肉に対してより大きな、より強い刺激、運動を与え
ることから、同時に脚部の鍛錬用の靴を形成する、履き物用内底及び履き物を提供するこ
とも本発明の目的となる。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　前記課題を解決するために本発明が講じた手段は次のとおりである。
（１）本発明は、
　扁平足の予防若しくは治療用、ダイエット用及び／又は足裏の筋肉や脚筋力の鍛錬用の
履き物用内底であって、使用者が該履き物用内底を設けた履き物を履いた状態において足
指の第１指（親指）から第５指（小指）までの全指が歩行時において、拡縮運動可能とな
る手段が講じられた、
　扁平足の予防もしくは治療用、ダイエット用及び／又は足裏の筋肉や脚筋力の鍛錬用の
履き物用内底である。
【００１８】
（２）本発明は、
　使用者が履き物用内底を設けた履き物を履いた状態において、足指の第１指（親指）か
ら第５指（小指）までの全指が歩行時において、拡縮運動可能となる手段が、
　本体の先端側に、履き物用内底を設けた履き物を使用者が履いた状態で足指の第１指か
ら第５指までの全指の遠位指節間関節、近位指節間関節及び中手指節間関節が内屈したと
きに、全指の末節が掛かる指掛け部が設けられている構造である、
　前記（１）に記載の扁平足の予防もしくは治療用、ダイエット用及び／又は足裏の筋肉
や脚筋力の鍛錬用の履き物用内底である。
【００１９】
（３）本発明は、
　本体が可撓性又は変形性を有する材料で形成されている、
　前記（２）に記載の扁平足の予防もしくは治療用、ダイエット用及び／又は足裏の筋肉
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や脚筋力の鍛錬用の履き物用内底である。
【００２０】
（４）本発明は、
　本体に、長手方向への変形を助ける切欠部が設けられている、
　前記（２）又は（３）に記載の扁平足の予防もしくは治療用、ダイエット用及び／又は
足裏の筋肉や脚筋力の鍛錬用の履き物用内底である。
【００２１】
（５）本発明は、
　切欠部が、本体上面側に設けられたカバーで覆われている、
　前記（４）に記載の扁平足の予防もしくは治療用、ダイエット用及び／又は足裏の筋肉
や脚筋力の鍛錬用の履き物用内底である。
【００２２】
（６）本発明は、
　使用者が履き物用内底を設けた履き物を履いた状態において、足指の第１指（親指）か
ら第５指（小指）までの全指が歩行時において、拡縮運動可能となる手段が、
　本体の形状を先端側の一部を切除した形状の履き物用内底又は成型して同形状様の履き
物用内底とすることにより、足指部分が乗る部分と足指以外の足裏部分が乗る部分との間
に、足指部分が窪み側に位置するよう段差を設けた構造である、
　前記（１）に記載の扁平足の予防もしくは治療用、ダイエット用及び／又は足裏の筋肉
や脚筋力の鍛錬用の履き物用内底である。
【００２３】
（７）本発明は、
　本体の先端部に指掛け部が設けられている、
　前記（６）に記載の扁平足の予防もしくは治療用、ダイエット用及び／又は足裏の筋肉
や脚筋力の鍛錬用の履き物用内底である。
【００２４】
（８）本発明は、
　段差の窪みとなる部分に、足指の拡縮運動の際に、足指を内屈させる動作に支障を来さ
ないで、且つ足指の伸展時において、靴装着時である元の形状に復元される柔らかさの指
置き部が設けられている、
　前記（６）又は（７）に記載の扁平足の予防もしくは治療用、ダイエット用及び／又は
足裏の筋肉や脚筋力の鍛錬用の履き物用内底である。
【００２５】
（９）本発明は、
　前記（１）乃至（８）に記載の扁平足の予防もしくは治療用、ダイエット用及び／又は
足裏の筋肉や脚筋力の鍛錬用の履き物用内底として使用される、中敷である。
【００２６】
（１０）本発明は、
　前記（１）乃至（８）に記載の扁平足の予防もしくは治療用、ダイエット用及び／又は
足裏の筋肉や脚筋力の鍛錬用の履き物用内底を一体に作り付けた、履き物である。
【００２７】
　本明細書及び特許請求の範囲にいう「履き物」の用語は、草履、サンダル、下駄、靴等
を含むものであるが、歩行や運動を行うために足に履くものであれば、これらに限定され
るものではない。
【００２８】
　本明細書及び特許請求の範囲にいう「履き物用内底」の用語は、靴等の履き物用の中敷
又は靴内底を含む意味で使用している。
　本明細書及び特許請求の範囲にいう「内屈」の用語は、足指の遠位指節間関節（慣習的
に第一関節といわれることがある）、近位指節間関節（慣習的に第二関節といわれること
がある）及び中手指節間関節（ＭＰ関節）がそれぞれ足裏側へ曲がり、それに伴って足指
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の末節、中節及び基節が内側へ丸くなるように角度が変わるという意味を含むものである
。
【００２９】
　本体の材料としては、例えばウレタン、塩化ビニール等の各種合成樹脂、皮革（天然、
人工）、布、紙あるいはこれら各材料を適宜選択して複合したもの等があげられるが、こ
れらに限定されるものではない。また、指掛け部の材料についても、本体と同様の材料を
使用することができる。
【００３０】
　又、本明細書及び特許請求の範囲にいう「足指を内屈させる動作に支障を来さないで、
且つ足指の伸展時において、靴装着時である元の形状に復元される柔らかさの指置き部」
とは、歩行時の足指の内屈状態のとき、十分に足指が内屈することを妨げないように窪み
、かつ、足指の伸展状態においては、十分にその厚みが復元され、伸展状態における足指
も含めた足裏の違和感が無いように設置されたものであり、エラストマー樹脂等を用いる
ことが推奨されるが、本発明においては、当該機能が達成される材料であれば特に限定は
されない。
【００３１】
（作　用）
　本発明に係る扁平足の予防もしくは治療用、ダイエット用及び／又は足裏の筋肉や脚筋
力の鍛錬用の履き物用内底及び履き物の作用を説明する。なお、ここでは、説明で使用す
る各構成要件に、後述する実施の形態において各部に付与した符号を対応させて付与する
が、この符号は、特許請求の範囲の各請求項に記載した符号と同様に、あくまで内容の理
解を容易にするためであって、各構成要件の意味を前記各部に限定するものではない。
【００３２】
　本発明に係る扁平足の予防もしくは治療用、ダイエット用及び／又は足裏の筋肉や脚筋
力の鍛錬用の履き物用内底は、歩行時に積極的に総ての足指（親指である第１指から小指
である第５指総て）の拡縮（指のグー・パー）運動を促すものである。
　前記したように、積極的に足指全体の「グー・パー運動」を促すことによって足裏のア
ーチ構造（土踏まず）を支える筋肉（特に、足裏にある足裏筋群と、足と下腿を結んでい
る後脛骨筋等）が鍛えられることにより、土踏まずの形成を促し扁平足の予防もしくは治
療がなされる。
　更には、前記筋肉群に加えて、大腿筋やふくらはぎの筋肉にも負荷をかけることとなり
、通常の歩行に比較して大きなエネルギー消費を促すこととなり、ダイエットやシェイプ
アップの効果が期待される。同時に、足と局部の筋肉を鍛えることから、筋力の鍛錬にも
有効となる。
　本発明に係る図１に示されるような靴中敷は、靴の内部に挿入され、靴底の上に敷いて
使用される。使用者が靴を履くと、五本の足指全部は、各足指の裏側の窪みが指掛け部(2
)に被さるようにして掛かる。
　この状態で使用者が歩行すると、靴の接地から蹴り上げまでは、各足指には内屈する方
向へ自然に力が入り、いわゆる足ジャンケンの「グー運動」を行うことになる。各足指が
「グー運動」をすると、各足指の末節が指掛け部(2)に強く掛かり、本体(1)の爪先部分が
後方にスライドして縮む方向に力が作用する。この結果、本発明の中敷は、その中央部分
が盛り上がることになる。（本発明の中敷の最後部部分である踵部は靴の後ろ部分がスト
ッパーとなり、スライドしないため。）
【００３３】
　また、靴の蹴り上げから接地までは、各足指は前記「グー」の状態から弛緩して伸展さ
れ、いわゆる足ジャンケンの「パー」状態となる。これに伴い、各足指により指掛け部(2
)に掛かっていた力は解除される。これによって、本発明の中敷は、盛り上がった際に加
えられた力が解除されることにより、中敷の反発力（ひずみを基に戻す力）によって、爪
先側が前方にスライドし元の位置に復元される。
　このように、靴中敷を使用することで、使用者の歩行に伴って、各足指の内屈・伸展運
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動（グー・パー運動）を自然に、又は指掛け部(2)が設けられた構造に積極的に促される
ように繰り返し行うことで、使用者の足裏のアーチ構造を支える筋肉群が鍛えられる。こ
れにより、足裏のアーチ構造すなわち土踏まずの形成又は扁平足の予防及び治療効果が期
待できる。更には、前記したように、大腿部や、すね、ふくらはぎ部の筋肉も同時に鍛え
られ、通常の歩行に比較して大きなエネルギー消費を促すこととなり、ダイエットやシェ
イプアップの効果が期待される。同時に足と局部の筋肉を鍛えることから筋力の鍛錬にも
有効となる。
【００３４】
　本体が、可撓性又は変形性を有する材料で形成されているもの、及び長手方向への変形
を助ける切欠部が設けられているもの（図２参照）は、足指の「グー運動」の際に、前記
のスライドがしやすくなり、いずれも足指を運動させる際の自由度が増すので、「グー運
動」がしやすく、効果も高い。更には、本体が靴底内部面に対して、より小さな摩擦力と
なるような性質を有する材料であれば、前記した本体の踵方向及び爪先方向へのスライド
がより効果的になされることから、一層の効果が得られる。又、「グー運動」時において
は、切欠部の幅は、狭まり中敷は変形し、歪む。「グー運動」から、「パー運動」に移行
すると、中敷は前記の歪により生じた反発力により元の形態に復元する。
【００３５】
　図２に示す靴中敷のように本体に、長手方向への変形を助ける例えば三角形状の切欠部
(3)が設けられており、切欠部(3)は本体(1)上面側に設けられたカバー(4)で覆われている
ものは、切欠部(3)が設けられていることによる使用者の足裏の違和感を緩和することが
できる。
　カバー(4)は切欠部(3)を塞ぐように固定接続されている。固定接続されていないと、歩
行時に、前記の拡縮（グー・パー）運動を際に、その位置がずれ、足裏の違和感の緩和の
効果が損なわれることとなる。
　固定接続の形態としては、切欠部分が形成する三角形の爪先側の辺に沿って固定するか
、爪先側及び踵側編の両辺を固定化する形態の何れかを選択することが好ましい。
　三角形の踵側の辺に沿った部分を固定し、爪先側の辺に沿っては固定しない場合は、前
記の「グー運動」の際に、切欠部分より爪先側の本体部分が、踵側に引き寄せられること
から、三角形のカバーの爪先側辺と足裏との引っ掛かり等が起こり易く、違和感の原因と
なる恐れがある。又、固定接続の方法としては、カバーと中敷が接着・接合して固定でき
ればどのような方法で実施しても差し支えないが、例えば、縫い付け、接着剤による接着
等が実施し易い方法として例示される。
【００３６】
　本発明の、もう一つの実施形態として、歩行時に足指の第１指から第５指までの総ての
指の拡縮運動を積極的に促進する手段として、図３に示すような、中敷本体(1)等の履き
物用内底の形状を先端（爪先）側の一部を切除した形状又は成型して同形状様とすること
により、例えば中敷本体(1)の厚み部分で形成されているもの、又は靴内底の爪先部分に
一定の深さの窪みが形成されているものは、爪先、先端部分に大きな空間ができ、足指が
動く部分の空間が大きくなるので、歩行時の拡縮（グー・パー）運動がさらに容易になり
、効果も期待できる。
　この時、中敷の切除部分先端部又は、靴内底窪み部分の境界部に中敷本体の厚み又は、
窪みの深さ以上の厚みを有する指掛部を設けることで、足指が引っ掛かり易くなり、より
効果的な運動が可能となる。
【００３７】
　本体(1)の形状を先端側の一部を切除した形状の履き物用内底又は成型して同形状様の
履き物用内底とする際に、図５に示すように、更に、履き物用内底の切除部分もしくは、
窪み部分に、足指を内屈させる動作に支障を来さない柔らかさの指置き部(15)が設けられ
ているものは、足指を弛緩（伸展）させているときに、指置き部(15)によって各足指を安
定的に保持することができる。この結果、歩行時の違和感が削減され、快適な歩行運動が
可能となる。
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【００３８】
　各扁平足の予防もしくは治療用、ダイエット用及び／又は足裏の筋肉や脚筋力の鍛錬用
の履き物用内底を一体に作り付けた履き物(S)は、前記各靴中敷又は靴内底等の履き物用
内底を使用した履き物と同様の作用を有する履き物として使用することができる。
【発明の効果】
【００３９】
（ａ）本発明は、靴の中敷（インソール）や靴底等の構造を、使用者の足指の運動、特に
足によって地面を繰り返しつかむように足指を動かす足指の拡縮運動（グー・パー運動）
を積極的且つ高運動量に促すことができる構造であり、歩行時において使用者が特に意識
しなくても自然に足指の運動を効果的に行うことができ、扁平足の予防又は治療効果、ダ
イエット効果及び／又は脚筋力等の鍛錬効果が期待できる履き物用内底及び履き物を提供
することができる。
【００４０】
（ｂ）本発明は、歩行時において、足によって地面をつかむように足指を動かすときに、
掛かりがあり及び／又は十分な足指の拡縮運動の空間があることから、足指の大きな運動
、足指の力強い運動を促すことができ、足裏の筋肉群や上下肢の筋力を鍛える意味におい
ても十分な効果が期待できる。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本発明に係る靴中敷の第１実施形態を示す斜視図。
【図２】本発明に係る靴中敷の第２実施形態を示す斜視図。
【図３】本発明に係る靴中敷の第３実施形態を示す斜視図。
【図４】本発明に係る靴中敷の第４実施形態を示す斜視図。
【図５】本発明に係る靴中敷の第５実施形態を示す斜視図。
【図６】靴中敷の第２実施形態の作用を示し、（ａ）は足指を伸ばした状態の断面説明図
、（ｂ）は足指を内屈させた状態の断面説明図。
【図７】靴中敷の第４実施形態の作用を示し、（ａ）は足指を伸ばした状態の断面説明図
、（ｂ）は足指を内屈させた状態の断面説明図。
【図８】本発明に係る靴の一実施の形態を示し、（ａ）は足指を伸ばした状態の断面説明
図、（ｂ）は足指を内屈させた状態の断面説明図。
【発明を実施するための形態】
【００４２】
　本発明を図面に示した実施の形態に基づき詳細に説明する。
【実施例】
【００４３】
　図１を参照し、靴中敷Ａ１の構造を説明する。靴中敷Ａ１は、靴の底に入れて使用する
扁平足の予防もしくは治療用、ダイエット用及び／又は足裏の筋肉や脚筋力の鍛錬用の靴
中敷である（後述する靴中敷又は靴内底Ａ２～Ａ５も同様）。
　靴中敷Ａ１は、所要の厚みを有し、いわゆる足形の本体１を備えている。本体１は、や
や硬質のウレタンが材料として使用されており、所要の強さの弾性、可撓性又は所要の強
さの復元性を有する変形性を有している。
【００４４】
　本体１上面の先端寄りには、先端から所要の間隔をおいて、上方へ突出した指掛け部材
２が固着されている。指掛け部材２は、その長さ方向が本体１の幅方向に設けられ、ほぼ
全幅にわたる長さを有している。指掛け部材２は、使用者の五本の足指７全部の裏側の窪
み若しくは、窪みよりやや先端７１（図６参照）に対応した形状及び位置に設けられてお
り、これにより全指をしっかりと掛けることができるようにしている。肝心なことは、足
指が内屈（グー運動）開始時及び内屈運動時において、足指と指掛け部との間に、できる
だけ遊び部分が生じないように設計することである。これによって、歩行時における、拡
縮（グー・パー）運動がより無駄なく、効率的且つ大きな運動量で促すことができる。ま
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た、指掛け部材２は、全指が掛かって各足指が内屈するときに作用する力に十分に耐える
強度を備えた合成樹脂で形成されている。なお、指掛け部材２は、本体１に一体成形によ
って設けることもできる。
【００４５】
　又、歩行時においての、足指の拡縮運動をより大きく効率的に促すために、靴底と接す
る中敷の底面と、中敷と接する靴底面との間の、摩擦力を小さくし、より中敷が靴内面に
て、足指の運動時に滑り易くした、構造及び／又は素材を使用することが推奨される。
　このことは、中敷と靴底との接触面を滑り易くすることで指の内屈（縮運動・グー運動
）の際に、中敷の先端から中央部にかけての靴底との接触部が滑り易くなり、その結果、
靴底と中敷との抵抗は小さく、中敷は踵方向に大きくスライドすることができる。これに
よって、足指はより大きな内屈がなされ、その結果より大きな足指の運動量となり、本発
明の効果をより大きく得ることができる。
　本発明においては、前記したように少なくとも、中敷の足裏中央部から、爪先部分につ
いては、靴底との接触部に関して、その接触面での摩擦抵抗を少なくし、当該部分が靴底
内で後方（踵方向）にスライドすることが好ましい。
【００４６】
　次に、図２を参照して、靴中敷Ａ２の構造を説明する。
　靴中敷Ａ２は、前記靴中敷Ａ１と同等の構造のものに、さらに切欠部３とカバー４を設
けたものである。
　切欠部３は、本体１の長手方向のほぼ中間部に、内側方向に拡がって開口するようにＶ
字状に切り欠いて設けられている。切欠部３の先端部には孔３０が設けられ、この部分が
破れの基点となることを防いでいる。
　切欠部３を設けることにより、歩行時の足指の内屈運動において、より容易に、かつよ
り大きく、中敷の爪先側部分が後方である踵方向にスライドする。これによって、更に指
のより大きな拡縮運動が達成され、本発明の効果を大きくすることができる。
　切欠部３の形状は、図２に示したように、三角形型に切り欠くことが好ましい。三角形
に切り欠くことで、より効果的に、中敷の前後のスライドが達成され、前記した大きな効
果を得ることができる。
【００４７】
　この場合、中敷においてスライドする部分は、主に、切欠部から前方（爪先側）の部分
である。従って、この部分の靴底面との接触においては、なるべくその摩擦力を低減させ
ることが、より効果的に中敷をスライドさせることとなる。
　また、孔３０の存在は特に限定されることはなく、孔３０が無くても、本発明を実施す
ることは可能であるが、孔があることで歩行時における、足指の拡縮（グー・パー）運動
に伴い、中敷の切欠から前部分（爪先側部分）が踵方向と爪先方向と、前後にスライドす
る際に、足裏に与える違和感を緩和することができる。また前記したように、中敷の破れ
を防ぐことができる。
　更に、孔３０の形態についても、本発明では特に限定はされないが、前記した中敷の耐
久性や、足裏の違和感の緩和といった観点から、円形であることが好ましい。
【００４８】
　図２に示した、本発明の靴中敷Ａ２では、切欠部を覆うカバー４が取り付けられている
。
　カバー４の材料は、本発明では特に限定はされないが、柔軟性を有する材料であること
が好ましく、本実施例においては、軟質のウレタンでシート状に形成されたものを材料と
して、三角形状に形成されている。カバー４は、本体１の上面側に、切欠部３の切り欠き
部分の両縁に沿って二辺が縫い付けられて固定されており、これにより切欠部３を塞いで
いる。
　カバー４は、切欠部３を塞ぐことによって、切欠部３が設けられていることによる使用
者の足裏の違和感を緩和するためのものである。
　又、カバー４の固定については、本発明においては特に限定されず、固定しなくても、
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歩行時に、カバーが切欠部を覆い、且つズレなければ支障はないが、基本的には固定する
ことで、このようなズレは確実に防ぐことができる。
【００４９】
　更に、カバー４の固定方法についても、本発明では特に限定はされず、前記したように
、縫い付けて固定してもよいし、接着材等によって固定しても差し支えない。
　固定の位置・部分については、本実施例のように切欠部３の切り欠き部分の両縁に沿っ
て固定しても良いし、又、どちらか一つの縁部分を固定してもよい。
　一つの縁を固定する場合には、好ましくは両縁のうち、爪先側の縁を固定するのが好ま
しい。踵側の縁のみを固定した際には、歩行時の拡縮運動において、中敷の足指が内屈し
て、切欠部３から爪先部分が後方（踵方向）にスライドする際に、足裏がカバーに当たり
違和感を感じると共に、カバーがめくれる恐れがある。
　両縁の爪先側の縁のみを固定した場合には、このような問題は緩和される。ただし、こ
のような中敷を装着した靴を履く際に、両縁の爪先側部分である一縁のみを固定した場合
は、靴の装着時に足を挿入する際にめくれる恐れがあることから、通常は両縁を固定する
ことが推奨される。
【００５０】
　図３を参照し、靴中敷Ａ３の構造を説明する。
　靴中敷Ａ３を中敷として靴に挿入する場合は、中敷の材料として特に可撓性又は変形性
を有する必要はなく、比較的硬い皮革や硬質ウレタン等ある程度の固さを有し、加えて足
裏に過重な刺激を与えないものを材料として使用し、所要の厚さ（本実施の形態では５～
１０ｍｍ程度）の本体のみで形成されている。靴中敷Ａ３の厚さは、これに限定されるも
のではなく、指を掛け、切除部分となる足指部分において足指が十分に拡縮（グー・パー
）運動するに十分な足指部位においての空間を確保するのに支障がなければ適宜の厚さに
設定することができる。特に、人によって個人差のある足指の長さに応じて厚みを設定す
ることが好ましい。このことから、本体の厚み（後記する窪みについても）に関しては、
前記した図１乃至図２の中敷の指掛け部材２の高さ以上の長さであることが好ましい。靴
中敷Ａ３は、前記靴中敷Ａ１、Ａ２の本体１と比較して剛性が高く、変形しにくいが、各
本体１と同じ材料で形成して同様の変形性を持たせてもよい。
【００５１】
　靴中敷Ａ３は、いわば足形の本体の先端側の一部を切除した形状であり、この切除した
部分となる先端面が指掛け部１０となっている。指掛け部１０の先端面形状は、幅方向の
中央部が外側に向かってやや膨らんだ緩やかな円弧状に形成されている。指掛け部１０は
、使用者の五本の足指７全部の裏側の窪み７１に対応した位置に設けられており、これに
より全指を指掛け部１０に掛けることができるようにしている。
【００５２】
　図４を参照し、靴中敷Ａ４の構造を説明する。
　靴中敷Ａ４は、二層構造の本体１ａを備えている。本体１ａの下層部１１は、皮革や硬
質ウレタン等の合成樹脂等を材料として使用し、足形に形成されている。下層部１１の上
面に接着されている上層部１２は、同じく皮革や硬質ウレタン等の合成樹脂等で形成され
ており、本体１ａ及び下層部１１は一体化され、いわば足形の本体の先端側の一部を切除
した形状である。そして、上層部１２の切除した部分となる先端面１２０には、上端が上
層部１２の上面よりやや突出するようにして指掛け部材１３が接着されている。
　本発明を実施する上で、指掛け部材は必ずしも取り付ける必要はなく、本体部１ａの切
断面にて代用することもできる。
【００５３】
　指掛け部材１３若しくは切断面は、特にその形状は限定されず指がかかるような形状で
あればよく、例えば図３における切断面１０の形状でも差し支えないが、図４における先
端面１３０のように、使用者の五本の足指全部の末節の裏面形状にほぼ沿うように湾曲し
て形成されている形状も好ましい。指掛け部材を設置する場合、指掛け部材１３は、皮革
や硬質ウレタン等の合成樹脂等で形成された本体１ａと比較して強い弾性と復元力を有す
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る材料で形成されることが好ましい。本実施の形態では、やや硬質の発泡ウレタンを使用
しているが、これに限定するものではない。
　指掛け部材１３は、使用者の五本の足指７全部の裏側の窪み７１に対応した位置に設け
られており、これにより全指を先端面１３０に掛けることができるようにしている。
【００５４】
　靴中敷Ａ４には、足形の下層部１１が設けられているので、靴の中敷として使用する際
に、前記靴中敷Ａ３と比較して靴内部で位置がずれないので、より安定する。
　また、指掛け部材１３は、上端が上層部１２の上面よりやや突出するようにして設けら
れており、靴中敷Ａ３と比較して各足指の掛かりがよくなる。
【００５５】
　図５を参照し、靴中敷Ａ５の構造を説明する。
　靴中敷Ａ５は、全体が足形に形成されており、本体１ｂを備えている。本体１ｂは、皮
革や硬質ウレタン等の合成樹脂等を材料として使用し、いわば足形の本体の先端側の一部
を切除した形状であり、図４における本体１ａと同様である。ただし、本体１ｂの厚みに
関しては、本体１ａの厚みに比較して、より厚くすることが好ましい。
　そして、本体１ｂの切除した部分となる先端面が指掛け部１４となっている。指掛け部
１４の形状は、前記靴中敷Ａ４の指掛け部材１３の先端面１３０と同様の形状である。ま
た、本体１ｂの先端面を同様の形状とすることで、指掛け部１４を設置しなくても本発明
は実施できる。
【００５６】
　指掛け部１４若しくは指掛け部１４と同様の形態の本体１ｂの切断面には、それと連続
するように指置き部１５が密着されている。指置き部１５は、本体１ｂと同じ厚さを有し
、本体１ｂと一体となることで、靴中敷Ａ５全体として足形を形成する形状である。指置
き部１５は、皮革や硬質ウレタン等の合成樹脂等で形成された本体１ｂと比較して弾性と
復元力を有する材料で形成されており、指掛け部１４に対し各足指を内屈させて掛ける動
作に支障を来さない柔らかさを有している。言い換えれば、歩行時における全足指拡縮運
動が円滑に促されるように縮運動である内屈運動時に十分に窪み、又拡運動（足指の伸展
）時には、足指裏面に密着し形状が復元される。指置き部１５の材料として、本実施の形
態では、軟質ウレタン等のエラストマー(elastomer)を使用しているが、これに限定する
ものではない。
【００５７】
　指置き部１５の材料としては、前記したように、歩行時における全足指拡縮運動が円滑
に促されるように縮運動である内屈運動時に十分に窪み、又拡運動（足指の伸展）時には
、足指裏面に密着することが可能な材料であればいかなる材料も使用できる。具体的な例
としては、前記した軟質ウレタン、シリコーン樹脂等のエラストマー、これらエラストマ
ーの、例えば２層シートの空間部分をエラストマーのピラー（枕・柱）を立てた、２層の
間に空間を保持したものや、中空状のエラストマー成型体、海綿状の材料等が例示される
。
　図３や図４の中敷に比較して、靴を履いた状態での足裏の違和感が指置き部１５を設置
することで緩和される。
　又、指置き部１５の厚みは、基本的には足裏全体の違和感を回避するために本体１ｂの
厚みと同一にすることが好ましい。前記したように図３に示した靴中敷Ａ３本体の厚みよ
り厚くすることが好ましい。厚みについては、指置き部１５の指の内屈時の指置き部１５
の圧縮度に依存し、個々の材料によって異なるが、歩行時の指の拡縮運動を十分大きく達
成するの十分な厚みであることが好ましい。
【００５８】
　本実施例に用いた図３から図５に示した靴中敷に関して、これら靴中敷が直接、靴内底
（靴中底）と接合接着した形態、言い換えれば靴内底の形態が図３から図５に示した形態
であるものも、本発明に包含される。
　靴中敷に比較して、図３から図５に示した中敷と同様の機能と形態を有する、一体化さ
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れた靴内底の場合は、前記の中敷に比較して、直接に個々の靴の形態、形状に適合して形
成されることから、靴装着時及び歩行時等における、違和感をより一層軽減することがで
きる。
【００５９】
（作　用）
　靴中敷Ａ２及び靴中敷Ａ４を例に採り、これらを靴の内底に敷いて使用するときの作用
を説明する。
【００６０】
　まず、図２及び図６を参照して、靴中敷Ａ２の作用を説明する。
（１）靴中敷Ａ２を靴５の内部に挿入し、靴５の靴底（ソール）５０の上に敷く。使用者
が靴５を履くと、五本の足指全部は、各足指７の裏側の窪み又は各足指裏の窪みに近い部
分（窪みより少し爪先方向の位置）７１が指掛け部材２に被さるようにして掛かる（図６
（ａ）参照）。この状態で使用者が歩行すると、靴中敷Ａ２は次のように作用する。
　指掛け部材２の位置が足指裏側窪み７１より踵側に位置すると、足指が「グー運動」を
行おうとしても、足指への指掛け部からの有効な反発力は得られず、その結果十分な中敷
のスライドが生じない。この結果、半ば無意識な足指の「グー・パー運動」は生じないた
め、指掛け部材２自体の存在意義がなくなる。又、指掛け部材２の位置が余りに足指の裏
側の窪みより、爪先側に位置すれば、足指は有効に指掛け部材２にかからず、同様に本発
明の有効な効果は得られない。
【００６１】
（２）歩行時、靴５の接地から蹴り上げまでは、各足指７には、内屈する方向へ自然に力
が入り、いわゆる足ジャンケンの「グー運動」を行うことになる。各足指７が「グー運動
」をすると、各足指７の末節７０が指掛け部材２に強く掛かり、靴中敷Ａ２の本体１が踵
方向に縮む力が作用する。この力によって、本体１の先端側は、切欠部３の前後の間隔を
縮めるようにスライドする。このとき、切欠部３を塞いでいるカバー４は、上方へ湾曲す
るように変形すると同時に、中敷本体の切欠部の間隔は変形して狭まり、切欠部分近傍で
歪む。（図６（ｂ）参照）。
【００６２】
（３）また、靴５の蹴り上げから接地までは、各足指７は前記「グー」の状態から弛緩し
て伸展され、いわゆる足ジャンケンの「パー」状態となる（図６（ａ）参照）。これに伴
い、各足指７により指掛け部材２に掛かっていた力は解除され、本体１はその歪から解放
され弾性によって元のように伸びた状態に戻る。このように、使用者の歩行に伴って、各
足指７の内屈・伸展運動（グー・パー運動）を自然に且つ大きな運動量で、又は指掛け部
材２が設けられた構造に積極的に促されるように繰り返し行うことで、使用者の足裏のア
ーチ構造を支える筋肉群が鍛えられ、アーチ構造すなわち土踏まずの形成又は扁平足の予
防に寄与することができる。なお、各足指７を靴５の内部でよく動かすことになるので、
外反母趾の予防又は治療の効果も期待できる。
【００６３】
　靴中敷Ａ２の効果については、必ずしも扁平足の予防や治療だけではない。例えば、前
記各足指７の内屈・伸展運動を自然に、あるいは半ば強制的に行うことができるので、す
ね部分の筋肉とふくらはぎ部分の筋肉の双方及び大腿部の筋肉の運動量が通常の靴装着歩
行に比較して増大し、その結果エネルギー消費の増大となることから、ダイエット効果を
もたらす。同時に脚力を増強するという効果ももたらす。
【００６４】
　このことから、ランニングの能力の強化や足腰の鍛錬を目的としたスポーツの能力強化
器具としての使用も可能である。また、前記したように、靴中敷Ａ２を使用し歩行するだ
けで、自然に、あるいは半ば強制的に足裏部分、すね部分、ふくらはぎ部分及び大腿部分
の筋肉群の運動を促す（又は、助長する）ことから、歩行における運動量が増大し、ダイ
エットやシェイプアップを目的とした靴等の履き物にも使用できる。
【００６５】
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　なお、前記靴中敷Ａ１は、靴中敷Ａ２と相違して切欠部３が設けられていないが、本体
１が弾性変形の歪みを復元力とすることによって、靴中敷Ａ２と同等の作用、効果を有す
るものである。
【００６６】
　次に、図４及び図７を参照して、靴中敷Ａ４の作用を説明する。
（１）靴中敷Ａ４を靴５の内部に挿入し、靴５の靴底５０の上に敷く。使用者が靴５を履
くと、五本の足指全部は、各足指７の裏側の窪み７１乃至足指の裏側から若干踵側に寄っ
た足指窪みの近傍が指掛け部材１３に被さるようにして掛かる（図７（ａ）参照）。この
状態で使用者が歩行すると、靴中敷Ａ４は次のように作用する。
【００６７】
（２）歩行時、靴５の接地から蹴り上げまでは、各足指７には、内屈する方向へ自然に力
が入り、いわゆる足ジャンケンの「グー運動」を行うことになる。各足指７が「グー運動
」をすると、各足指７の末節７０が指掛け部材１３に強く掛かり、靴中敷Ａ４の本体１ａ
が縮む方向に力が作用する。本体１ａは皮革製、硬質ウレタンや通常の可撓性を有しない
合成樹脂等であり、この力が作用しても、撓まず若しくは殆ど撓まず、且つ、殆ど変形は
しないが、その反発力によって各足指７には十分な負荷が掛かる。同時に、足指伸展（パ
ー状態）時での指掛け部材と足裏での位置関係が前記したように各足指の窪み若しくは窪
みからやや踵方向にずれた踵近傍に位置させることで、より大きな足指の運動範囲が確保
され本発明の効果をより効率的に発揮することができる。無論、前記指掛け部材の位置が
余りに踵方向にずらし過ぎると、「グー」状態で各足指は十分な反発力が得られなくなる
。又、各足指の窪みより爪先側に位置した場合には有効な指先運動が達成されなくなる。
なお、図７（ｂ）では、本体１ａの僅かな変形は、図示の便宜上あらわしていない。
【００６８】
（３）また、靴５の蹴り上げから接地までは、各足指７は前記「グー」の状態から弛緩し
て伸展され、いわゆる足ジャンケンの「パー」状態となる（図７（ａ）参照）。これに伴
い、各足指７により指掛け部材１３に掛かっていた力は解除され、本体１ａはその弾性に
よって元の状態に戻る。
　このように、使用者の歩行に伴って、各足指７の大きな内屈・伸展運動（グー・パー運
動）を自然に、又は指掛け部材１３が設けられた構造に積極的に促されるように繰り返し
行うことで、前記靴中敷Ａ２と同様に、使用者の足裏のアーチ構造を支える筋肉群が鍛え
られ、アーチ構造すなわち土踏まずの形成又は扁平足の予防に寄与することができる。ま
た、各足指７を靴５の内部でよく動かすことになるので、外反母趾の予防又は治療の効果
も得られる。なお、靴中敷Ａ４は、靴中敷Ａ２と比較して、各足指７が動く部分の空間が
大きくなるので、運動がさらに容易になり、より効果的である。
【００６９】
　靴中敷Ａ４の効果については、前記靴中敷Ａ２と同様に、必ずしも扁平足の予防や治療
だけではない。例えば、前記各足指７の内屈・伸展運動を自然に、あるいは半ば強制的に
行うことができるので、すね部分の筋肉、ふくらはぎ部分の筋肉や大腿部の筋肉の強化に
つながり、脚力を増強するという効果も得られる。
【００７０】
　このことから、ランニングの強化や足腰の鍛錬を目的としたスポーツの能力強化器具と
しての使用も可能である。また、靴中敷Ａ４を使用し歩行するだけで、自然に、あるいは
半ば強制的に足裏の筋肉群の運動を促す（又は、助長する）ことから、歩行における運動
量が増大し、例えばダイエットやシェイプアップを目的とした靴等の履き物にも使用でき
る。
【００７１】
　なお、前記靴中敷Ａ３は、靴中敷Ａ４とほぼ同様に使用することができる。靴中敷Ａ３
は、靴中敷Ａ４と相違して指掛け部材１３が設けられていないので、靴中敷Ａ４と比較し
て指掛け部１０に対する各足指の掛かりはやや劣るが、使用者が足裏に感じる違和感が少
なくなるという利点もあり、全体的には靴中敷Ａ４とほぼ同等の作用、効果を有するもの
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である。
【００７２】
　図８を参照して、本発明に係る靴Ｓの構造を説明する。
　履き物である靴Ｓは、履き物用内底である靴内底６を一体的に作り付けたものである。
靴内底６は、前記靴中敷Ａ５とほぼ同等の構造を有している。
　なお、図８において、靴中敷Ａ５と同一又は同等箇所には同一の符号を付して示してお
り、構造について重複する説明は省略する。
【００７３】
（１）使用者が靴Ｓを履くと、五本の足指全部は、足指の伸展状態で、各足指７の裏側の
窪み７１乃至は窪みから若干踵側の各足指裏側近傍が指掛け部１４に被さる。この各足指
７の伸展状態、つまり通常の弛緩時においては、各足指７は窪むように変形した指置き部
１５によって安定的に保持される（図８（ａ）参照）。そして、この状態で使用者が歩行
すると、靴Ｓの靴底６は次のように作用する。尚、足裏と指掛け部１４との位置関係等は
、前記した靴中敷Ａ４で説明した位置関係と同様である。
【００７４】
（２）歩行時、靴Ｓの接地から蹴り上げまでは、各足指７には、内屈する方向へ自然に力
が入り、いわゆる足ジャンケンの「グー運動」を行うことになる。各足指７が「グー運動
」をすると、指置き部１５は各足指７の末節７０又は指先によって圧迫されてさらに窪み
、末節７０は指掛け部１４に掛かる。これにより、靴Ｓの靴底６の本体１ｂが縮む方向に
力が作用する。本体１ｂは皮革製、硬質ウレタンや通常の可撓性を有しない合成樹脂等で
あり、この力が作用しても、撓まず、殆ど変形はしないが、その反発力によって各足指７
には十分な負荷が掛かる。同時に、足指伸展（パー状態）時での指掛け部材と足裏での位
置関係が前記したように各足指の窪み若しくは窪みからやや踵方向にずれた踵近傍に位置
させることで、より大きな足指の運動範囲が確保され本発明の効果をより効率的に発揮す
ることができる。無論、前記指抱え部材の位置が余りに踵方向にずらし過ぎると、「グー
」状態で各足指は十分な反発力が得られなくなる。又、各足指の窪みより爪先側に位置し
た場合には有効な指先運動が達成されなくなる。なお、図８（ｂ）では、本体１ｂの僅か
な変形は、図示の便宜上あらわしていない。
【００７５】
（３）また、靴５の蹴り上げから接地までは、各足指７は前記「グー」の状態から弛緩し
て伸展され、いわゆる足ジャンケンの「パー」状態となる（図８（ａ）参照）。これに伴
い、各足指７により指掛け部１４に掛かっていた力は解除され、本体１ａはその弾性によ
って元の状態に戻る。さらに、各足指７が前記のように「グー」の状態から「パー」の状
態となるときに、指置き部１５の弾性（復元力）により各足指７の動きが補助される。
　尚、本体１ｂと指置き部１５の厚みは、靴を履いた際の違和感を緩和する意味で、同一
の厚みとすることが好ましい。又、厚みや指掛け部の位置、材質等に関しては靴中敷Ａ５
において記載したことと同様である。
【００７６】
　このように、使用者の歩行に伴って、各足指７の大きな内屈・伸展運動（グー・パー運
動）を自然に、又は指掛け部１４が設けられた構造に積極的に促されるように繰り返し行
うことで、前記靴中敷Ａ２、Ａ４と同様に、使用者の足裏のアーチ構造を支える筋肉群が
鍛えられ、アーチ構造すなわち土踏まずの形成又は扁平足の予防に寄与することができる
。また、各足指７を靴Ｓの内部でよく動かすことになるので、外反母趾の予防又は治療の
効果が得られる。
【００７７】
　また、靴Ｓの効果については、前記靴中敷Ａ２、Ａ４と同様に、必ずしも扁平足の予防
や治療だけではなく、例えば、前記各足指７の内屈・伸展運動を自然に、あるいは半ば強
制的に行うことができるので、すね部分の筋肉、ふくらはぎ部分の筋肉及び大腿部の筋肉
の強化につながり、脚力を増強するという効果も得られる。
【００７８】
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　このことから、靴Ｓは、ランニングの強化や足腰の鍛錬を目的としたスポーツの能力強
化器具としての使用も可能である。また、靴Ｓを履いて歩行するだけで、自然に、あるい
は半ば強制的に足裏の筋肉群の運動を促す（又は、助長する）ことから、歩行における運
動量が増大し、例えばダイエットやシェイプアップを目的とした靴としても使用できる。
【００７９】
　なお、前記靴中敷Ａ５も、靴に入れて使用したときには、靴Ｓの靴底６と同様の作用、
効果をあらわすことはいうまでもない。
　また、前記靴中敷Ａ２以外の靴中敷Ａ１、Ａ３、Ａ４については、Ａ５と同様に靴底と
して靴に作り付けることが可能である。
【００８０】
　本明細書で使用している用語と表現は、あくまでも説明上のものであって、なんら限定
的なものではなく、本明細書に記述された特徴およびその一部と等価の用語や表現を除外
する意図はない。また、本発明の技術思想の範囲内で、種々の変形態様が可能であるとい
うことは言うまでもない。
【産業上の利用可能性】
【００８１】
　本発明によれば、靴の中敷（インソール）や靴底等の構造を、使用者の足指の運動、特
に足によって地面を繰り返しつかむように足指を動かす足指の拡縮運動（グー・パー運動
）を積極的且つ高運動量に促すことができる構造であって、歩行時において使用者が特に
意識しなくても自然に足指の運動を効果的に行うことができ、扁平足の予防又は治療効果
、ダイエット効果及び／又は脚筋力等の鍛錬効果が期待できる履き物用内底及び履き物を
提供することができる。
【００８２】
　また、本発明によれば、歩行時において、足によって地面をつかむように足指を動かす
ときに、掛かりがあり及び／又は十分な足指の拡縮運動の空間があることから、足指の大
きな運動、足指の力強い運動を促すことができ、足裏の筋肉群や上下肢の筋力を鍛える意
味においても十分な効果が期待できる。
【符号の説明】
【００８３】
Ａ１　靴中敷、　１　本体、　２　指掛け部材、　３　切欠部、　３０　孔、　４　カバ
ー、
Ａ２　靴中敷、　Ａ３　靴中敷、　１０　指掛け部、
Ａ４　靴中敷、　１ａ　本体、　１１　下層部、　１２　上層部、　１２０　先端面、　
１３　指掛け部材、　１３０　先端面、
Ａ５　靴中敷、　１ｂ　本体、　１４　指掛け部、　１５　指置き部、　５　靴、　５０
　靴底、
Ｓ　靴、　６　靴底、　７　足指、　７０　末節、　７１　窪み
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